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補正予算 ６億8865万円を追加
� 歳入歳出 総額63億236万円

９月定例会（９月５日～14日）

事　　業 内　　容 金　額

災害復旧費 （農林、公共土木）小災害復旧工事 1500万円

観光振興事業 酒水の滝周辺整備工事、観光協会助成金他 1105万円

体育施設整備事業 旧山北体育館代替体育施設基本設計業務委託料 479万円

認定こども園運営事業、
維持管理事業

ネットワーク環境整備工事、認定こども園維持
管理工事他

326万円

注目事業!!

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

・
洒
水
の
滝
整
備
は
ど
う
な
る
の
？

・�

旧
山
北
体
育
館
代
替
体
育
施
設　
動
き
出
す
！

商
工
観
光
課
　
土
砂
流
出
は
県

が
対
応
し
て
い
る
。

　

舗
装
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場

部
分
は
水
は
け
を
考
慮
し
、
入

口
の
傾
斜
部
の
み
舗
装
す
る
。

洒
水
の
滝
整
備

は
ど
う
な
る
の

　

一
部
土
砂
流
出
箇
所
が

あ
る
が
、
県
が
復
旧
す
る

の
か
。

　

ま
た
、
舗
装
工
事
予
算

が
あ
る
が
、
駐
車
場
全
面

舗
装
す
る
の
か
。

代
替
体
育
施
設
の

�

基
本
設
計
業
務
委
託

　
旧
山
北
体
育
館
代
替
体
育
施
設
に
つ
い
て
、
か
な
が
わ
木
造
・

木
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
を
活
用
し
、
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

生
涯
学
習
課
長
　
①
世
界
情
勢

の
好
転
が
見
通
せ
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
先
送
り
し
な
い
方
が

よ
い
と
判
断
し
た
。

②
町
産
木
材
も
含
め
た
県
産
木

材
を
50
％
以
上
使
用
で
50
％

補
助
金
が
活
用
で
き
る
た
め
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
と
し

た
。
検
討
委
員
会
の
意
見
は
尊

重
し
て
進
め
て
い
く
。

　

県
産
木
材
を
50
％
以
上

使
用
し
た
基
本
設
計
の
委

託
に
至
っ
た
理
由
は
。

　

ま
た
、
検
討
委
員
会
で

あ
が
っ
た
意
見
は
反
映
さ

れ
る
の
か
。

　
８
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け

て
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結

ぶ
新
潟
県
村
上
市
が
大
雨
に
よ

り
被
災
し
た
。
町
で
は
専
決
処

分
で
応
援
活
動
を
行
っ
た
。

　

議
会
は
専
決
処
分
を
承
認

し
、
支
援
活
動
を
応
援
し
た
。

専
決
処
分
で

�

被
災
地
応
援

代替体育施設イメージ（平面図）

２階平面図

１階平面図
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プレミアム付商品券増冊のため
�商品券特別会計 歳入歳出 4936万円を追加

７月臨時会（７月29日）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
追
加
発
行

商
工
観
光
課
　
予
算
の
見
通
し

が
甘
い
と
い
う
指
摘
は
甘
ん
じ

て
受
け
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
、
物
価
上
昇
等
が
町
民
の
生

活
を
圧
迫
し
て
お
り
、
町
民
の

生
活
を
守
る
た
め
増
冊
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

好
評
に
つ
き
、
追
加
発

行
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

予
算
を
組
む
段
階
で
積
算

が
甘
い
の
で
は
な
い
か
。

好
評
に
つ
き

商
工
観
光
課
　
福
祉
課
が
担
当

す
る
非
課
税
世
帯
経
済
支
援
商

品
券
で
対
応
す
る
。

福
祉
課
　
生
活
困
窮
世
帯
に
対

す
る
施
策
と
し
て
４
月
議
会
で

予
算
を
計
上
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
国
の
非
課
税

世
帯
向
け
給
付
金
対
象
者
へ
の

配
布
は
、
追
加
分
に
増
冊
分
が

含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
は
生
活
が
苦
し
い
人

た
ち
と
っ
て
は
な
か
な
か

手
を
出
し
に
く
い
の
で
は

な
い
か
。

商
工
観
光
課
　
追
加
販
売
で
な

く
、
申
し
込
み
状
況
を
踏
ま
え

た
も
の
の
最
大
の
数
値
と
な
っ

て
い
る
。

　

増
冊
分
に
つ
い
て
改
め

て
販
売
を
す
る
こ
と
は
あ

る
の
か
。

商
工
観
光
課
　
町
内
の
申
し
込

み
率
が
94
％
、
町
外
が
６
％
で

あ
り
、
申
し
込
み
件
数
、
申
し

込
み
冊
数
と
も
に
町
内
の
方
の

申
し
込
み
が
多
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　
今
回
、
追
加
発
行
と
な
っ

た
要
因
と
し
て
、
町
民
だ

け
で
な
く
在
勤
者
も
含
ま

れ
て
い
る
。
在
勤
者
の
内

訳
は
。

総
務
環
境
常
任
委
員
会

�

大
野　

徹
也　

氏

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

�

藤
原　
　

浩　

氏

常
任
委
員
会
委

員
の
補
充
選
任

広
報
広
聴
委
員
会

（
広
報
分
科
会
）

�

藤
原　
　

浩　

氏

�

大
野　

徹
也　

氏

広
報
広
聴
委
員

会
委
員
の
補
充

選
任

＜見本＞

＜見本＞
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町
長　

人
口
減
少
に
よ
り
税
収

は
落
ち
込
ん
だ
が
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
等
の
充
実
で
カ

バ
ー
し
、
身
の
丈
に
合
っ
た
運

営
を
心
が
け
た
。

健
全
財
政
へ
の
取
り
組
み
は

　

令
和
３
年
度
決
算
の
町

長
と
し
て
の
評
価
は
。

1
日
目決算審査ここが

聞きたい？？？
令和３年度　一般会計・特別会計・水道事業会計

� 101億3241万円
令和３年度の一般会計及び各特別会計・水道事業会計について、９月９
日、１２日の決算特別委員会（石田照子委員長）で審議した。
主な質疑は以下の通り。

石田照子決算特別委員会委員長

　

滞
納
繰
越
分
の
収
入
済

額
が
増
え
て
い
る
要
因
は
。

　

県
職
員
の
指
導
で
収
納

率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た

の
か
。

町
民
税
務
課
長　

令
和
２
年
度

の
徴
収
猶
予
分
が
順
調
に
納
付

さ
れ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

　

ま
た
、
県
の
短
期
派
遣
職
員

に
よ
る
一
斉
調
査
が
納
税
に
つ

な
が
っ
た
。

企
画
総
務
課
長　

給
与
が
高
い

わ
け
で
は
な
い
。

　

中
堅
職
員
が
少
な
く
、
国
よ

り
低
い
年
齢
で
中
堅
職
員
と
し

て
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

と
、
課
長
や
主
幹
ク
ラ
ス
に
高

卒
の
割
合
が
一
定
数
い
る
こ
と

が
要
因
で
あ
る
。

　

前
年
度
と
比
べ
、
人
件

費
が
増
え
て
い
る
。

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

（
※
）
が
高
い
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
※
）
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

と
は

　

国
の
職
員
の
給
与
を

１
０
０
と
し
た
時
の
山
北

町
職
員
の
給
与
の
割
合
を

示
す
。
令
和
３
年
度
の
報

告
で
は
１
０
２
・
８

企
画
総
務
課
長　

課
の
中
で
、

育
休
職
員
の
仕
事
を
分
担
し
、

長
期
の
場
合
は
会
計
年
度
任
用

職
員
を
任
用
す
る
な
ど
工
夫

し
、
多
く
の
職
員
に
育
休
を

取
得
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
。

男
性
も
子
育
て
を
楽
し
ん
で

　

男
性
職
員
の
育
休
参
加

が
進
ん
で
い
な
い
。
元
気

な
町
づ
く
り
は
職
員
か
ら

で
あ
る
。

　

産
休
を
取
得
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
で
は
。

「たのしいよ～」育メンパパと一緒♡

チ
ェ
ッ
ク
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商
工
観
光
課
長　

コ
ロ
ナ
の
関

係
で
、
都
市
部
か
ら
多
く
の
観

光
客
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
結

果
、
収
益
が
上
が
っ
た
。

　

増
収
分
は
税
務
署
と
の
協
議

で
、
町
に
戻
し
た
。

う
れ
し
い
悲
鳴

�

ぶ
な
の
湯
人
気
で
収
益
増

　

中
川
温
泉
ぶ
な
の
湯
の

収
益
の
一
部
が
町
に
戻
さ

れ
た
理
由
は
。

町
長　

現
在
の
試
行
運
行
の
結

果
の
み
で
は
判
断
し
な
い
。

　

将
来
的
に
そ
の
地
域
に
ど
の

よ
う
な
手
法
が
あ
っ
て
い
る
か

検
討
し
て
い
く
。

将
来
を
見
据
え
た
公
共
交
通
を

　
令
和
３
、４
年
度
、
三
保・

清
水
地
区
で
試
行
運
行
中

の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、

現
状
の
み
で
結
論
を
出
さ

ず
、
将
来
を
見
据
え
た
判

断
を
す
る
べ
き
で
は
。

ど
う
す
る

�

獣
害
対
策

　

人
家
の
近
く
で
は
、
銃

が
使
用
で
き
な
い
た
め
、

ワ
ナ
を
仕
掛
け
る
が
、
ワ

ナ
な
ど
の
消
耗
品
等
に
は

町
の
助
成
が
使
え
な
い
が
、

検
討
す
る
べ
き
で
は
。

通院・買い物などの手助けにデマンドタクシー

農
林
課
長　

ワ
ナ
を
仕
掛
け
た

時
の
日
々
の
見
回
り
や
、
消
耗

品
等
に
は
助
成
が
な
い
。

　

関
係
者
と
協
議
し
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

人家の近くに仕掛けられたワナ

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

�

大
丈
夫
か

　

防
災
備
蓄
品
は
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
品
か
。

地
域
防
災
課
長　

ア
レ
ル
ギ
ー

特
定
原
材
料
等
を
使
用
し
て
い

な
い
レ
ト
ル
ト
食
品
や
ラ
イ
ス

ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
購
入
・
備
蓄

し
て
い
る
。

被災時に活用される防災備蓄品

5

令和４年11月　№ 211� やまきたまち　議会だより



保
険
健
康
課
長　

さ
く
ら
の
湯

の
利
用
者
は
、
令
和
２
年
度
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
減
少
し

た
が
、
令
和
３
年
度
夏
の
入
場

者
数
は
前
年
同
月
の
１
５
０
％

増
と
な
っ
た
。

　

収
入
以
上
に
維
持
管
理
費
が

増
え
る
と
、
町
の
負
担
が
大
き

く
な
る
た
め
、
令
和
５
年
度

は
、
利
用
料
の
改
定
を
考
え
て

い
る
。

町
の
負
担

�

大
き
く
な
い
か

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

管
理
費
が
、
収
入
に
対
し

て
大
き
す
ぎ
る
。

　

町
の
負
担
が
大
き
す
ぎ

る
こ
と
は
良
く
な
い
。
対

応
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

２
日
目

定
住
対
策
課
長　

サ
ン
ラ
イ
ズ

山
北
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
中
で

家
賃
等
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

設
置
し
た
。

　

今
後
、
施
設
を
建
設
す
る
際

に
は
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

で
収
益
を

　

サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た

は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

設
置
し
て
売
電
し
て
い
る
。

　

他
の
公
共
施
設
で
も
検

討
す
る
べ
き
で
は
。

ソーラーパネルが設置されているサンライズ山北

便利になった東山北駅前ロータリー

定
住
対
策
課
長　

整
備
後
は
県

道
へ
の
駐
車
が
１
～
２
台
と
減

少
し
、
効
果
は
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
声
を
受
け
、

循
環
バ
ス
の
停
留
所
を
設
け
る

と
共
に
、
公
衆
電
話
や
ポ
ス
ト

も
設
置
し
、
利
便
性
の
向
上
に

努
め
た
。

便
利
に
な
っ
た
か

�
東
山
北
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

　

東
山
北
駅
前
を
整
備
し

た
が
、
利
用
状
況
や
効
果

は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
地
域
の
声
を
反

映
さ
せ
る
な
ど
利
便
性
は

向
上
し
た
の
か
。

福
祉
課
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
報
徳

食
品
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
食
料

品
の
提
供
を
受
け
、
米
な
ど
は

町
で
購
入
し
、
必
要
な
方
に
提

供
し
て
い
る
。

　

生
理
用
品
な
ど
も
あ
る
た

め
、
周
知
の
方
法
を
検
討
す
る

な
ど
、
受
け
取
り
や
す
い
方
法

を
工
夫
す
る
。

必
要
と
す
る
方
に

�

生
活
必
需
品
の
支
援
を

　

物
の
値
段
が
上
が
っ
て

い
る
の
で
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
が
、
気
兼
ね
な
く

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

工
夫
す
る
べ
き
で
は
。

福
祉
課
長　

主
な
要
因
は
、
重

度
障
害
者
医
療
費
と
自
立
支
援

給
付
費
の
残
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
月
ご
と
の
利

用
者
数
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
異

な
り
、
見
込
み
を
立
て
る
こ
と

は
難
し
い
。

　

し
か
し
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は

提
供
で
き
て
い
る
。

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
は
行
わ
れ
た
か

　

障
が
い
者
支
援
費
用
が

１
５
０
０
万
円
残
っ
て
い

る
。
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が

行
わ
れ
た
の
か
。

6
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こ
ど
も
教
育
課
長　

委
託
に
よ

り
、
給
食
設
備
・
消
防
設
備
・

遊
具
の
点
検
を
行
っ
た
。

　

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め

に
は
、
急
な
破
損
な
ど
に
は
速

や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
安
全
は

　
　
　
　
　
守
ら
れ
て
い
る
か

　

認
定
こ
ど
も
園
で
は
ど

の
よ
う
な
保
守
点
検
を

行
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
安
心
・

安
全
確
保
に
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

保
険
健
康
課
長　

コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
事
業
や
訪
問
指
導
を
控

え
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

　

保
健
師
や
保
育
士
は
増
や
し

た
い
と
考
え
、
通
年
で
募
集
を

か
け
て
い
る
。

町
民
の
健
康
は
大
丈
夫
か

　

健
康
相
談
と
訪
問
指
導

の
件
数
が
減
少
し
て
い
る
。

　

健
康
相
談
は
と
て
も
大

切
な
事
業
で
あ
り
、
保
健

師
の
不
足
が
影
響
し
て
い

る
の
で
は
。

生
涯
学
習
課
長　

登
録
者
数

は
、
現
在
１
５
８
５
名
で
あ

り
、
小
中
学
校
で
の
朝
読
書
で

活
用
し
て
い
る
。
職
員
が
学
校

を
訪
問
し
、
登
録
後
の
操
作
を

指
導
す
る
な
ど
学
校
と
連
携
を

図
っ
た
結
果
、
令
和
４
年
４
月

に
、
利
用
者
数
が
全
国
で
１
位

と
な
っ
た
。

全
国
１
位
に
輝
く

　

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

電
子
図
書
館
の
利
用
状
況

と
、
成
果
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

各
保
育

室
、
多
目
的
室
へ
の
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
の
設
置
と
、
そ
れ
に

伴
う
配
線
工
事
を
行
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
よ
り
、
保

護
者
の
参
加
が
制
限
さ
れ
た
た

め
、
保
護
者
限
定
で
、
園
児
の

様
子
を
動
画
で
み
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
。

園
児
の
様
子
を
動
画
配
信

　

幼
稚
園
園
内
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
工
事

は
、
ど
の
よ
う
な
整
備
を

行
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
w
i-

F
i
導
入

の
理
由
は
。

好評のデジタル図書（生涯学習センター）

上
下
水
道
課
長　

下
水
道
運
営

審
議
会
か
ら
料
金
改
定
が
必
要

と
答
申
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

一
度
に
は
実
施
で
き
な
い
の

で
徐
々
に
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

特
別
会
計　

　
　
企
業
会
計
移
行
に
向
け
て

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計

は
、
令
和
６
年
度
か
ら
企

業
会
計
に
移
行
す
る
。

　

移
行
後
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
基
準
外
繰
り
入
れ

が
縮
減
さ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

保
険
健
康
課
長　

非
常
に
厳
し

い
状
況
は
脱
し
た
が
、
好
転
し

た
わ
け
で
は
な
い
。

　

今
後
、
県
で
は
国
保
税
の

統
一
化
を
予
定
し
て
い
る
が
、

様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
、
被
保
険
者
の
負
担
が
最
小

限
と
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、
円

滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
進
め

た
い
。

特
別
会
計　

　
　
大
丈
夫
か
国
民
健
康
保
険

　

国
保
会
計
は
、
一
般
会

計
か
ら
７
１
０
０
万
円
の

繰
り
入
れ
を
し
、
借
り
入

れ
を
返
済
し
た
が
、
今
後

の
財
政
見
通
し
は
ど
う
か
。
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議案等審 議の結果
第４回　臨時会（７月 29日）

件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果
令和４年度一般会計補正予算（第３号）
・�プレミアム付商品券の追加発行に要する事業の
増額で、歳入歳出それぞれ1794万円を増額し、
予算の総額を56億1371万円とする

可　決 常任委員会委員の補充選任
・�常任委員会委員の欠員に伴い補充するもの 補充選任

令和４年度商品券特別会計補正予算（第２号）
・�プレミアム付商品券を追加発行するため、歳入
歳出それぞれ4936万円を増額し、予算の総額を
２億4904万円とする

可　決
広報広聴委員会委員の補充選任
・�広報広聴委員会広報分科会委員の欠員に伴い補
充するもの

補充選任

第３回　定例会（９月５日～ 14日）
件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

令和3年度一般会計歳入歳出決算認定
・�歳入決算額は68億1386万円、歳出決算額は64
億6257万円となり、翌年度へ繰越すべき財源を含
め、歳入歳出差引3億5129万円の剰余金が生じた

認　定 
（賛成多数）

令和3年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算
認定
・�歳入決算額12億9835万円、歳出決算額12億
5869万円で、歳入歳出差引3966万円の剰余金
が生じた

認　定

令和3年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決
算認定
・�歳入決算額13億9002万円、歳出決算額13億
8720万円で歳入歳出差引282万円の剰余金が生
じた

認　定

令和3年度商品券特別会計歳入歳出決算認定
・�歳入決算額１億5077万円、歳出決算額１億
4835万円で、歳入歳出差引242万円の剰余金が
生じた

認　定 
（賛成多数）

令和3年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定
・�歳入決算額1億 9525万円、歳出決算額1億
9291万円で歳入歳出差引235万円の剰余金を生
じた

認　定

令和3年度水道事業会計利益の処分及び決算の
認定
・�収益的収益は総額1億9140万円、支出総額は1
億7706万円で、損益計算は1434万円の純利益
が生じた。資本的収入は761万円、支出総額は
6303万円で、5542万円の不足が生じ、当年度
分消費税及び地方消費税の資本的収支調整額等
で補てんした

可決
・

認定

令和3年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
・�歳入決算額3億 9650万円、歳出決算額3億
7707万円で、歳入歳出差引1943万円の剰余金
が生じた

認　定

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例
・�国家公務員の育児休業等に係る規定の改正に伴
い、地方公務員においても同様の措置をとる必
要があるため、改正するもの

可　決

令和3年度町設置型浄化槽事業特別会計歳入歳出
決算認定
・�歳入決算額2878万円、歳出決算額1299万円で、
歳入歳出差引1579万円の剰余金が生じた

認　定

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例
・�町空家等対策協議会委員の報酬額を規定するた
め、改正するもの

可　決

令和3年度山北財産区特別会計歳入歳出決算認定
・�歳入決算額431万円、歳出決算額345万円で、
歳入歳出差引86万円の剰余金が生じた

認　定

令和４年度一般会計補正予算（第5号）
・�歳入の主なものは、普通交付税の確定による地
方交付税の増額であり、歳出の主なものは、自
治会要望等に対応するための経費の増額で、歳
入歳出それぞれ6億8865万円を増額し、予算
の総額を63億236万円とする

可　決

令和3年度共和財産区特別会計歳入歳出決算認定
・�歳入決算額3394万円、歳出決算額2961万円で、
歳入歳出差引433万円の剰余金が生じた

認　定

令和４年度国民健康保険事業特別会計予算
（第1号）
・�主に前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それぞ
れ232万円を増額し、予算の総額を14億3003
万円とする

可　決

令和3年度三保財産区特別会計歳入歳出決算認定
・�歳入決算額786万円、歳出決算額650万円で歳
入歳出差引136万円の剰余金が生じた

認　定

令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号）
・�主に前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それ
ぞれ239万円を増額し、予算の総額を2億623
万円とする

可　決
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議案等審 議の結果
件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

令和４年度下水道事業特別会計補正予算
（第1号）
・�歳入の主なものは、前年度繰越金の確定であり、
歳出の主なものは、下水道整備工事の増額で、
歳入歳出2263万円を増額し、予算の総額を4
億2192万円とする

可　決

令和４年度商品券特別会計補正予算（第1号）
・�前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それぞれ
52万円を増額し、予算の総額を2億4956万円
とする

可　決

令和４年度町設置型浄化槽事業特別会計補正予算
（第1号）
・�前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それぞれ
360万円を増額し、予算の総額を4814万円とす
る

可　決
教育委員会教育長の任命
・�教育長の任期満了に伴い、任命するもの
　「石田浩二」氏

同　意

令和４年度山北財産区特別会計補正予算
（第1号）
・�前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それぞれ
40万円を増額し、予算の総額を680万円とする

可　決
人権擁護委員の推薦
・�町人権擁護委員を推薦するもの
　「池田隆之」氏、「工藤茂男」氏

同　意

令和４年度共和財産区特別会計補正予算
（第1号）
・�歳入の主なものは、新東名高速道路本線用地の
売払いによる財産収入の増額であり、歳出につ
いては、基金積立金の増額で、歳入歳出それぞ
れ146万円を増額し、予算の総額を7990万円
とする

可　決

専決処分の承認（令和4年度一般会計補正予算
（4号））
・�8月3日の大雨により被災した新潟県村上市に
対して、災害時における相互応援に関する協定
に基づく応援を行うため、地方自治法第179条
第1項の規定により専決処分したもの

承　認

令和４年度三保財産区特別会計補正予算
（第1号）
・�主に前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それ
ぞれ61万円を増額し、予算の総額を645万円
とする

可　決
令和3年度山北町の健全化判断比率及び資金不足
比率の報告
・�健全化判断比率及び資金不足比率を報告するもの

報告のみ

令和４年度介護保険事業特別会計補正予算
（第1号）
・�主に前年度繰越金の確定であり、歳入歳出それ
ぞれ5499万円を増額し、予算の総額を13億
4376万円とする

可　決

☆賛成・反対があった議案 (第３回定例会）
瀬
戸
恵
津
子

藤

原

浩

和
田
成
功

熊
澤
友
子

鈴
木
登
志
子

瀬
戸
顯
弘

瀬
戸
伸
二

清

水

明

大
野
徹
也

遠
藤
和
秀

堀
口
恵
一

冨
田
陽
子

石
田
照
子

令和3年度一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
令和3年度商品券特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
※○は賛成、●は反対を表しています。児玉洋一議長は、採決に加わりません。

議員名（議席順）
議 案 件 名

予
算
執
行
の
厳
格
化

�

清
水　

明

　

一
般
財
源
か
ら
商
品
券
特
別
会
計
へ
の
繰

り
出
し
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
た
め
反
対
の

立
場
で
討
論
す
る
。

　

町
民
の
追
加
発
行
の
要
望
を
受
け
て
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
追
加
発
行
し
た
こ
と
に

つ
き
、
議
会
の
承
認
を
受
け
て
予
算
執
行
す

る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
町

民
の
要
望
を
叶
え
る
た
め
と
は
い
え
、
大
切

な
予
算
を
「
使
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
理
解
し

て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
は
行
政
と
議
会
の
望

ま
し
い
関
係
を
壊
す
も
の
で
あ
り
、
議
会
軽

視
で
も
あ
る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
生
活
困
難
家
庭

に
と
っ
て
手
の
と
ど
き
に
く
い
も
の
で
あ
り
、

す
べ
て
の
町
民
に
等
し
く
恩
恵
が
行
き
届
か

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
議
会
で
の
討

議
が
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

健
全
な
財
政
運
営
を
評
価

�

瀬
戸　

恵
津
子

　

決
算
は
、
１
年
間
の
予
算
が
町
民
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度
よ
り
０
・
９
ポ

イ
ン
ト
上
が
っ
て
い
る
が
、
経
常
収
支
比
率

は
87
・
９
％
で
前
年
度
と
同
じ
で
あ
り
実
質
収

支
比
率
は
改
善
し
て
お
り
、
健
全
な
財
政
運

営
が
な
さ
れ
３
億
５
１
２
９
万
円
の
余
剰
金

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
歳
入
は
町
税

が
減
少
す
る
中
、
交
付
税
や
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
を
活
用
し
、
歳
出
は
子
育
て
支
援
、

電
子
図
書
館
の
運
営
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
外
出
支
援
事
業
、
商
工
振
興
事
業
と
し
て

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
持
続
化
助
成

金
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
へ

の
食
料
品
等
配
送
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
に
よ
り
町
民
が

地
元
で
の
買
い
物
を
促
進
し
、
事
業
者
は
活

性
化
へ
の
支
援
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の

他
の
事
業
も
適
切
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
評

価
し
、
原
案
に
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

令和3年度一般会計歳入歳出決算認定：賛成反対賛成 反対
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一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

和田 成功 議員

問 災害に強いまちづくりを
答 災害に強いまちづくりを推進していく

　

災
害
大
国
、
日
本
。

　

毎
年
、
台
風
・
豪
雨
・
地
震
な
ど
多

く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
各
自
治
体
は
様
々
な
準
備
を
し
て

発
災
時
の
対
応
に
備
え
て
い
る
が
、
有

事
の
際
に
は
想
定
外
の
こ
と
が
発
生
し

た
り
、
情
報
が
錯
そ
う
し
た
り
す
る
な

ど
、
多
く
の
困
難
が
あ
る
こ
と
は
容
易

に
想
像
が
つ
く
。

　

そ
こ
で
質
問
す
る
。

　
　
　

災
害
発
生
直
後
の
初
動
対
応
の

課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
体
制
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　

防
災
訓
練
・
地
域
防
災
計
画
改

定
の
検
討
を
通
じ
て
体
制
整
備
を
進
め

て
い
く
。

　
　
　

災
害
時
の
受
援
体
制
（
※
）
整

備
も
重
要
で
あ
る
。
受
援
体
制
は
構
築

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

地
域
防
災
計
画
に
は
具
体
的
な

要
領
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
令
和
４

年
度
の
地
域
防
災
計
画
改
定
に
合
わ

せ
、
受
け
入
れ
施
設
や
受
け
入
れ
体
制

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

　
　
　

自
助
・
共
助
・
公
助
へ
の
取
り

組
み
は
。

　
　
　

令
和
４
年
４
月
に
策
定
し
た
国

土
強
靱
化
地
域
計
画
で
、「
町
民
１
人

ひ
と
り
が
『
自
ら
の
身
は
、自
ら
守
る
。

皆
の
町
は
、皆
で
守
る
』
と
い
う
自
助
・

共
助
の
考
え
を
実
現
す
る
た
め
、
防
災

意
識
の
啓
発
・
向
上
を
図
る
防
災
広
報

に
努
め
る
」
と
し
て
い
る
。

問答

　
　
　

要
配
慮
者
へ
の
取
り
組
み
状
況

は
。
ま
た
、
妊
産
婦
・
乳
幼
児
な
ど
へ

も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　

災
害
の
初
動
時
に
限
ら
れ
た
人

材
と
社
会
資
源
を
真
に
必
要
と
す
る
方

へ
の
避
難
支
援
に
活
か
す
た
め
に
は
、

要
配
慮
者
の
避
難
支
援
の
優
先
度
の
振

り
分
け
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
な
ど
に
つ

い
て
は
、
他
自
治
体
の
事
例
を
調
査
研

究
し
、
対
象
者
へ
の
位
置
づ
け
を
検
討

し
て
い
く
。

問答

（
※
）
受
援
体
制
と
は

　

外
部
か
ら
の
物
的
人
的
支
援
を
円

滑
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
体
制

総合防災訓練（生涯学習センター）

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
に
よ
る

名
簿
登
録
者
数
５
４
１
名

（
令
和
４
年
７
月
現
在
）
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一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

瀬戸 伸二 議員

問 町の新たな玄関口、受け入れ態勢は万全か

　

町
長
の
所
信
表
明
に
も
あ
る
「（
仮

称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
最
大
限
に

生
か
し
た
政
策
」
は
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
開
通
に
向
け
て
受

け
入
れ
態
勢
は
万
全
な
の
か
危
惧
す
る

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
早
急
な
対
応
が
必
要
と
考

え
質
問
す
る
。

　
　
　
「
道
の
駅
山
北
・
オ
ア
シ
ス
公

園
・
河
内
川
ふ
れ
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
の
３

施
設
に
つ
い
て
、
担
う
べ
き
役
割
を
絞

り
込
み
、
反
映
さ
せ
３
施
設
の
魅
力
を

高
め
る
」
と
あ
る
。
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

　
　
　

既
存
３
施
設
を
再
整
備
し
、
一

体
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
地
域

振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

県
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
・
町
で
「
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
に
伴
う
山
北
町
地
域

振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
を
立
ち
上

げ
た
。
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
「
施

設
整
備
部
会
」「
観
光
情
報
部
会
」
の

２
部
会
を
設
置
し
、
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

問答

　
　
　
「
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
拠
点
と
し

た
広
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
」
の
中

に
「
県
道
山
北
藤
野
線
は
、
町
域
を
超

え
る
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
」と
あ
る
。

全
線
開
通
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
　

丹
沢
湖
周
辺
か
ら
東
、
西
、
北

の
３
方
向
の
中
で
、
幹
線
道
路
の
必
要

性
や
効
果
・
課
題
な
ど
整
理
し
、
優
先

的
に
検
討
を
進
め
る
ル
ー
ト
を
今
後
決

定
す
る
が
、
現
時
点
で
ル
ー
ト
は
決
定

し
て
い
な
い
。

問答

　
　
　
「
丹
沢
森
林
館
・
薬
草
園
・
旧

丹
沢
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
玄
倉
ふ

れ
あ
い
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

利
活
用
の
方
向
性
を
改
め
て
整
理
す

る
」
と
あ
る
。

　

現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
　

公
共
施
設
の
総
数
の
適
正
化
や

施
設
同
士
の
総
合
的
な
活
用
方
法
、
ま

た
民
間
活
力
の
導
入
を
視
野
に
入
れ
な

が
ら
検
討
を
重
ね
、
利
活
用
の
促
進
を

図
り
た
い
。

問答

道の駅周辺の風景

旧丹沢湖ビジターセンター

答 山北町の魅力を情報発信する

11

令和４年11月　№ 211� やまきたまち　議会だより



一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

瀬戸 恵津子 議員

問 町長戦略室を設置し新たな行政運営を
答 課題の解決に向け組織体制を整備した

　

町
長
は
４
期
目
の
町
政
運
営
に
あ
た

り
令
和
４
年
７
月
29
日
の
臨
時
会
に
お

い
て
所
信
表
明
を
さ
れ
た
。
そ
の
中
で

「
山
北
町
第
６
次
総
合
計
画
」
を
策
定

す
る
と
言
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
山
北
駅
前
周
辺
地
域
の
活
性

化
の
施
策
の
中
で
、
駅
舎
の
活
用
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
い
る
た
め
内
容
を
確

認
す
る
。

　

そ
し
て
、
新
た
な
将
来
像
を
描
く
に

あ
た
り
町
長
戦
略
室
を
設
置
す
る
な

ど
、
柔
軟
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

質
問
す
る
。

　
　
　
「
山
北
町
第
５
次
総
合
計
画
」

の
検
証
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

令
和
４
・
５
年
度
に
第
６
次
総

合
計
画
を
策
定
す
る
が
、
そ
の
中
で
第

５
次
総
合
計
画
の
検
証
も
し
て
い
く
。

　
　
　

山
北
駅
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

切
符
販
売
事
業
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
て
実
施
す
る
。
駅
舎
の
利
活
用

に
つ
い
て
現
在
、
民
間
事
業
者
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
等
は
な
い
。
使
用
す
る
場

合
、
賃
借
料
等
の
課
題
が
あ
る
が
、
Ｊ

Ｒ
東
海
と
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え

て
、
協
議
す
る
。

問答問答

　

企
画
総
務
課
で
は
、
山
北
町
第
６
次

総
合
計
画
の
策
定
、（
仮
称
）
山
北
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
土
地
利
用
構
想
の
事

業
化
、デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
試
行
運
行
、

県
域
を
越
え
る
広
域
幹
線
道
路
の
整
備

促
進
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

町
長
戦
略
室
を
設
置
し
柔
軟
に

行
動
さ
れ
る
考
え
は
。

　
　
　

新
た
に
町
長
戦
略
室
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
が
、
必
要
が
あ
れ
ば
外

部
人
材
を
招
く
こ
と
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
る
。

　

令
和
４
年
４
月
の
役
場
組
織
の
見
直

し
に
よ
り
、
企
画
総
務
課
で
は
事
務
分

掌
を
ス
リ
ム
化
し
、
重
点
課
題
に
取
り

組
み
や
す
い
組
織
体
制
に
整
備
し
た
。

問答

役場支所と一体化した駅舎

自由に使えるコミュニティルームも
整備されている
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一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

堀口 恵一 議員

問 デジタルデバイドへの十分な取り組みを
答 町も取り組む必要があると考える

　

政
府
は
令
和
４
年
６
月
１
日
、
地
域

活
性
化
策
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
」
の
中
で
令
和
９
年
度
末
ま
で
に

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
光
回
線
を
ほ
ぼ

全
世
帯
へ
普
及
さ
せ
、「
全
国
ど
こ
で

も
快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
」
を
目
指
す

と
し
た
。

　

行
政
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
や
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
、介
護
見
守
り
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
進
ん
で
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
利
用
で
き
な
い
ま
ま
の

人
が
い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境

格
差
は
教
育
格
差
に
も
直
結
す
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
※
）
は
、
町

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
観
点
か
ら
も
、
取

り
組
み
が
必
要
と
思
い
質
問
す
る
。

　
　
　

各
家
庭
の
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
に

つ
い
て
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
提
示
な
ど

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
に
よ
る
教
育

格
差
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

補
助
制
度
を
含
め
検
討
し
て
い
る
。

問答

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ー
パ
ー
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
、タ
ク
シ
ー
ア
プ
リ
利
用
、

そ
の
他
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
活
用
で
交
通

問
題
も
改
善
す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
問
題
は
、

行
政
に
お
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
特
に
高
齢

者
の
方
々
に
対
し
て
必
要
と
考
え
て
い

る
が
、
デ
ジ
タ
ル
で
本
町
の
生
活
交
通

の
課
題
を
改
善
で
き
る
と
は
考
え
て
い

な
い
。

問答

VRゴーグルを利用した教育イメージ

　
　
　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
利
用
者
が
多
く

な
っ
た
今
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
を
設
け
、
通
報
な
ど
に
活
用
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

現
在
、「
直
接
電
話
」、「
メ
ー

ル
」、「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合

わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
を
活
用
し
て
お
り
、

早
急
に
設
け
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

他
市
町
で
も
設
置
が
進
ん
で
い

る
Ｄ
Ｘ
推
進
課
（
※
）
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
　

Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
の
検
討
は

必
要
だ
が
、
課
の
新
設
ま
で
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

現在進んでいる等身大オンライン環境イメージ

（
※
）　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
と
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報

通
信
技
術
を
利
用
し
て
、
そ
れ
ら
の
恩
恵

を
得
ら
れ
る
人
と
、
う
ま
く
利
用
で
き
な

い
た
め
に
恩
恵
が
得
ら
れ
な
い
人
と
の
間

に
生
じ
る
格
差
と
い
う
意
味

（
※
）　

Ｄ
Ｘ
は
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
略
で
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
社
会
に
浸
透
さ
せ
て
人
々
の
生

活
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
革
す
る
こ
と

を
指
す
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一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

藤原 浩 議員

答 基本的には提案に賛同したい
　

町
所
有
の
機
関
車
は
、
Ｄ
52
と
し
て

は
日
本
で
唯
一
動
く
機
関
車
で
あ
る
。

　

ま
た
、
明
治
22
年
東
海
道
線
開
通
と

同
時
に
開
業
し
た
山
北
駅
は
、
基
地
と

し
て
栄
え
た
当
時
の
繁
栄
を
伺
え
る
痕

跡
が
、鉄
道
レ
ガ
シ
ー
（
※
）
と
し
て
、

多
数
存
在
し
て
い
る
。

　

町
長
の
施
策
に
鑑
み
、
以
下
の
質
問

を
行
う
。

　
　
　

Ｄ
52
活
用
の
乗
車
体
験
や
運
転

体
験
実
施
を
検
討
と
し
て
い
る
が
、
軌

道
敷
延
伸
に
あ
わ
せ
、
新
た
に
町
内
在

住
者
は
無
償
、
町
外
参
加
者
は
有
償
で

公
募
し
、
Ｄ
52
運
転
手
の
人
材
育
成
に

努
め
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　

基
本
的
に
は
提
案
に
賛
成
し
た

い
が
、
運
転
手
と
し
て
の
誇
り
や
愛
着

を
持
ち
、
長
い
間
従
事
し
て
い
た
だ
け

る
方
に
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問答

　
　
　

町
に
は
、
貴
重
な
鉄
道
レ
ガ

シ
ー
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
ま
で
開
催
し
て
い
た

「
鉄
道
遺
産
巡
り
ツ
ア
ー
」
を
町
単
独
、

も
し
く
は
民
間
団
体
と
連
携
し
、
再

開
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
対
応
を
含
め
、

検
討
を
重
ね
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問答

問

　
　
　

町
内
に
は
、
昭
和
20
年
海
外

向
け
の
終
戦
玉
音
放
送
を
行
っ
た
箱

根
第
５
号
ト
ン
ネ
ル
等
、
貴
重
な
レ

ガ
シ
ー
が
あ
る
。

　

改
訂
が
予
定
さ
れ
る
資
料
で
は
、

鉄
道
レ
ガ
シ
ー
に
つ
い
て
伝
え
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

５
・
６
年
生
資
料
で
は
、
歴
史

の
項
目
の
「
鉄
道
」、「
関
東
大
震
災
」、

「
戦
争
に
関
す
る
事
」
で
取
り
上
げ
て

お
り
、
今
後
も
「
郷
土
愛
の
育
成
」
を

推
進
し
て
い
く
。

問答

日本で1台♡走るD52

（
※
）
鉄
道
レ
ガ
シ
ー
と
は

　

鉄
道
遺
産
を
意
味
す
る
言
葉
で
、

「
世
代
か
ら
世
代
へ
受
け
継
ぐ
も
の
」

を
意
味
す
る

D52運転室の様子

終戦を告げた鉄道レガシ－ 第５号隧道

やまきたまち鉄道レガシーの
　　　更なる活用推進で町の活性化を
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一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

清水 明 議員

答 文化財を守っていく
　

山
北
町
は「
観
光
立
町
」で
あ
る
。「
河

村
城
址
」、「
河
村
新
城
」、「
室
生
神
社

の
流
鏑
馬
」、「
お
峯
入
り
」等
が
あ
る
。　
　
　

自
然
的
資
源
と
し
て
は
「
洒
水
の
滝
」、

「
丹
沢
湖
」、「
ユ
ー
シ
ン
ブ
ル
ー
」
等

名
だ
た
る
も
の
が
あ
る
。

　

ま
た
、
文
化
財
と
は
認
め
ら
れ
て
は

い
な
い
が
そ
れ
に
相
当
す
る
歴
史
的
な

文
化
財
が
地
域
に
は
あ
る
。
今
そ
れ
ら

の
も
の
が
継
承
、
存
続
を
め
ぐ
っ
て
危

機
的
状
況
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
問
う
。

　
　
　

山
北
地
区
の
道
祖
神
祭
は
、
多

く
の
観
光
客
を
呼
ん
で
お
り
、
町
の
年

中
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
少
子
高
齢
化
等
の
た
め

年
々
そ
の
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
町
の
観
光
資
源
、
及
び

町
の
文
化
財
と
し
て
保
護
、
継
承
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

山
北
地
区
の
道
祖
神
祭
の
み
を

町
の
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
る
が
、
地
域
の
歴
史
や
文
化

を
守
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、地
域
行
事
に
活
用
す
る「
生

涯
学
習
活
動
助
成
金
」
を
継
続
す
る
な

ど
、
町
と
し
て
で
き
る
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
増
額
も
考
え
て

い
く
。

問答

　
　
　

室
生
神
社
祭
の
町
内
巡
行
は

神
社
と
連
合
自
治
会
が
そ
の
運
営
を

行
っ
て
い
る
が
、
先
の
見
通
し
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
町
内
巡
行
を
室
生
神
社
の
神
事

と
切
り
離
し
、
町
の
文
化
財
と
し
て
保

護
、
継
承
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

問

　
　
　

文
化
財
は
指
定
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
所
有
者
や
団
体
が
保
護
・
継

承
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で

地
域
と
し
て
、
そ
し
て
町
と
し
て
何
が

支
援
で
き
る
か
検
討
し
、
持
続
可
能
な

伝
統
行
事
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

答

問 地域の文化財の継承、存続を問う

どんど焼きは地域のコミュニケーションの場

華やかな道祖神祭の花車の巡行
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一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

冨田 陽子 議員

答 選んで住んでもらえる町にしたい
　

先
日
、
町
長
か
ら
所
信
表
明
が
出
さ

れ
た
。

　

移
住
や
定
住
、
子
育
て
支
援
等
様
々

な
取
り
組
み
に
注
力
し
て
い
る
が
、
全

国
的
に
も
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い

課
題
で
あ
る
。

　

増
や
す
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
将

来
的
に
少
な
い
人
口
で
ど
の
よ
う
に
町

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
か
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
問
う
。

　
　
　

自
治
会
長
初
め
、
各
種
委
員
の

な
り
手
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。
具
体
的

な
対
策
は
。

　
　
　

審
議
会
・
委
員
会
等
の
定
数
の

見
直
し
や
、
自
治
会
と
の
連
携
を
強
化

す
る
た
め
「
地
域
防
災
課
」
を
設
置
し
、

連
合
自
治
会
と
意
見
交
換
を
開
始
し
て

い
る
。

　
　
　

慣
例
的
な
連
合
自
治
会
長
の
町

行
事
へ
の
出
席
を
減
ら
し
負
担
を
軽
減

し
て
は
。

　
　
　

あ
て
職
の
多
さ
も
含
め
て

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

町
有
財
産
の
補
修
更
新
等
維

持
管
理
費
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

少
な
い
人
口
で
維
持
管
理
し
て
い
く

に
は
、
取
捨
選
択
や
、
効
率
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
利
活
用
の
展
望
は
。

　
　
　

予
防
修
繕
を
基
本
に
建
物
自
体
の

長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え

に
し
て
お
り
、
基
金
を
積
み
上
げ
て
い
る
。

問答問答問答

問 中長期的な町のビジョンは

　
　
　

利
活
用
を
検
討
中
の
町
有
財

産
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
広
く
公
募
し

て
は
。

　
　
　

基
本
的
に
は
で
き
る
と
思
う
。

一
番
面
積
の
多
い
町
有
財
産
は
山
林

で
あ
る
。
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
期
待
し

た
い
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
と
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
て
、

活
用
し
た
い
事
業
者
や
活
用
プ
ラ
ン

を
住
民
が
選
ん
だ
り
応
援
で
き
る
方

法
も
あ
る
の
で
は
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
も
ど
ん
ど
ん
進

化
し
て
い
る
。研
究
し
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　

将
来
的
に
ど
の
よ
う
な
町
に

し
て
い
き
た
い
の
か
。

　
　
　
「
山
北
町
が
い
い
」
と
選
ん
で

住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
町
に
し
て
い

き
た
い
。

問答問答問答

旧清水保育園　現在新東名の業者に貸しているが、完成後は？ 旧清水小中学校　1教室ずづ貸し出すなどして起業を応援しては
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◆ �

表
紙
が
良
け
れ
ば
、
中

を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
と

興
味
が
湧
く
。

◆ �

も
く
じ
の
タ
イ
ト
ル

は
、
記
事
の
内
容
と
違

う
よ
う
に
感
じ
た
。

◆ �

Ｈ
Ｐ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

あ
り
、
情
報
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
紙
面
づ
く
り

が
い
い
。

◆ �

傍
聴
を
呼
び
か
け
る
の

に
動
画
配
信
す
る
こ
と

を
載
せ
て
お
く
と
良
い
。

表紙・裏表紙

№210議会のおと 広報モニターアンケート
　12名の議会広報モニターの皆様から、前号に関してのアンケートに回答していただき
ました。紙面の関係上一部を紹介します。なお、ホームページでは全部を掲載していま
すのでご覧ください。

◆ �

審
議
結
果
で
字
数
が
増

え
、
読
み
に
く
く
な
る

の
を
、
分
か
り
や
す
く

要
約
し
て
、
読
み
や
す

く
し
て
い
る
。

◆ �

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い

と
思
う
記
事
が
あ
っ
た
。

◆ �

専
門
的
な
用
語
が
分
か

ら
な
い
。
ま
た
理
解
し

に
く
い
表
現
が
あ
っ
た
。

内部紙面について

※�

全
集
計
結
果
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

◆ �

お
し
ゃ
べ
り
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

は
良
い
が
、
参
加
者
が

固
定
さ
れ
て
い
な
い

か
、
時
間
や
場
所
等
考

え
て
欲
し
い
。

◆ �

モ
ニ
タ
ー
を
始
め
て
か

ら
精
読
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

◆ �

意
見
箱
以
外
に
、
Ｈ
Ｐ

な
ど
で
町
に
対
し
て
意

見
を
言
え
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

その他ご意見

◆ �

新
た
に
知
る
こ
と
や
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。

◆ �

一
般
質
問
後
の
進
展

が
見
え
な
い
。
質
問
後

の
状
況
を
知
る
機
会

は
あ
る
の
か
。
質
問
だ

け
で
終
わ
っ
て
い
る

気
が
す
る
。

◆ �

分
か
り
に
く
い
文
章
が

あ
っ
た
。

◆ �

質
問
に
対
し
、
答
え
が

合
っ
て
い
な
い
文
章
が

あ
っ
た
。

一般質問について

多様な声がつくる議会だより
モニターの方の声を聴き、住民が何に興味があるの
か、何を求めているのか、議会だよりに活かし、よ
り住みよい町にしていきたいと考えています。

“みんなの声で
　　議会 ●の おと が
� もっと良くなる”
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７/20 小田原百貨店
◆ �期日前投票と投票日の投票用紙が違

うのはなぜか。( 期日前＝記名式、投
票日＝〇付方法 )

◆ �投票用紙は鉛筆での記入である。不
正ができるのでは。

◆ �循環バスの利用者が少ない。料金を
100円にして利用者を増やすべきでは。

やまきた町議会

おしゃべり Cafe

　町議会では、皆さまとの意見交換の機会を増やすこと
を目的に「おしゃべりCafe」を開催しています。

日　時：11月20日（日）13：30～15：30
場　所：小田原百貨店山北店
　　　 （イートインコーナー付近）
日　時：12月20日（火）13：30～15：30
場　所：山北駅前 Cafe NICO広場
　　　 （芝生スペース付近）

　各種団体、グループとの出張おしゃべりCafeも始めて
います。ご要望があれば、どこへでも伺います。
　ご希望の方は、議会事務局（☎75-3653）まで。

おしゃべりCafeは
毎月20日開催！

※当日の様子など記載した
　おしゃべりCafe通信は
　ホームページでご覧いただけます。

6/20 山北駅前 Cafe NICO
◆ �役場、生涯学習センターに保健室が欲しい。

災害時の避難者の対応にもあった方が良い。

◆ �生涯学習センターに食堂、喫茶店を作り、

町民が集える場所にしてほしい。

◆ �老人福祉はやるが、シニア世代向きの政策

がない。

◆ �子育て支援をもっとやるべき。（子どもが増

えなければ労働人口は増えない。）

◆ �選挙は SNS をもっと使えばよい。

◆ �東名跨道橋が老朽化している。しっかり管

理体制を決めておくべき。

◆ �スマホの教育をやってほしい。（高齢者も使

えるようになれば、LINE で自治会も活動が

楽になる。）

◆ �空き家対策はしっかりやってほしい。

　いただいたご意見を参考に、一般質問や町行

政に直接伝えるなどして改善に努めています。
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開催日：　令和４年９月20日（火）
場　所：　シェーンバッハ・サボー
主　催：　町村議会議長会
研修会の目的
　議会活動に対する住民の関心と理解を深めることが
求められている状況に鑑み、町村議会広報編集委員等
を対象にした研修の場を設け、議会広報の発展に資す
ることを目的とする。

研修会レポート

伝えるから伝わる広報紙へ
良い広報紙とは
①��住民ニーズを把握し（広聴）住民の知りたい内容
を記事にする。
　��そのためにアナログとデジタルが共存する時代に
なったことを十分に理解し、ICT 活用を念頭に住民
対話やツイッターなどで情報収集する必要がある。
②�「伝える」広報紙から脱却し、住民が知りたいこ
とが「伝わる」広報紙に変革していくことが望ま
れている。

「議会のおと」
にも変革が

①�「そろそろ化けませんか！！」
　～絶滅危惧から持続可能な議会広報へ～
　議会広報ファシリテーター
　熊本大学客員教授
� 越地　真一郎氏

②�これからの議会広報を考える
　～住民に“伝わる”情報発信と
� 広報紙作成のポイント～
　東京都杉並区広報専門監　　谷　浩明氏

③�優秀議会広報クリニック
� エディター　　吉村　潔氏

７月臨時会で欠員状態であった
　広報分科会に藤原、大野両議員が新たに選任
され、分科会一同より一層町民の皆さんの「知
りたい！」を発信するようがんばります。

全国から集まる広報研修会に参加

編集会議のようす
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町
長
選
挙
・
議
員
補
欠
選
挙
後
、
新
た
な
体
制
で
議
会

だ
よ
り
（
２
１
１
号
）
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

季
節
は
秋
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
９
月
議
会
で
は
、
補
正
予
算
と
決
算
に
関
わ
る

議
案
に
つ
い
て
主
に
審
議
し
ま
し
た
。
決
算
状
況
は
、
基

幹
財
源
で
あ
る
町
税
が
減
収
、
そ
し
て
税
外
収
入
の
柱
で

あ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
も
減
収
傾
向
に
あ
り
、
依
然
厳

し
い
状
況
で
す
。
議
会
で
は
諸
問
題
に
取
り
組
む
中
、
町

民
の
声
に
更
に
耳
を
傾
け
、
反
映
し
、
活
動
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
お
し
ゃ
べ
り
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
等
を
通
じ
、
皆
様
方
の

声
に
耳
を
傾
け
、
活
動
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。
多
く

の
方
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
藤
原　

浩
）

編
集
後
記

議会ホームページ
山北町ホームページ
→町議会のアイコンをクリック

広
報
分
科
会

会
　
長
　
清
水
　
　
明

副
会
長
　
堀
口
　
恵
一

委
　
員
　
藤
原
　
　
浩

　
　
　
　
和
田
　
成
功

　
　
　
　
大
野
　
徹
也

　
　
　
　
石
田
　
照
子

議会事務局 75-3653お問い合わせ

第４回定例会（予定）
議会の傍聴においでください

庁舎内テレビでも放映しています
12月6日（火）～12月6日（火）～

試
合
に
勝
つ
強
さ
よ
り

�

人
と
し
て
の
強
さ
を

山
北
柔
道
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
　

会
長
　
石
田 

泰
三
さ
ん

　

山
北
柔
道
ク
ラ
ブ
は
創
設
50
年

を
迎
え
、
初
段
取
得
者
（
黒
帯
）

は
１
０
０
名
以
上
を
超
え
最
盛
期

に
は
小
学
生
だ
け
で
１
０
０
名
近

く
所
属
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
今
の
少
子
化
に
加
え
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
会
員
の
減

少
は
中
々
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
卒
業
生
を
中
心
に
全
柔

連
公
認
指
導
者
、
公
認
審
判
員
が
指
導
者
と
し
て
安
全
第

一
に
稽
古
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
近
隣
の
道
場
と
の
交
流
を
し
、
稽
古
や
試
合

を
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
指
導
方
針
と
し
て
、
稽
古
を
通

じ
て
試
合
に
勝
つ
強
さ
よ
り
人
と
し
て
の
強
さ
を
学
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
し
、
そ
の
中
で
中
学
卒
業
ま
で
に
初
段

取
得
を
目
途
と
し
て
い
ま
す
。

　

柔
道
は
一
般
的
な
ス
ポ
ー
ツ
と
は
違
い
、
武
道
特
有
の

昇
段
が
あ
り
、
頑
張
っ
た
成
果
、
一
定
の
基
準
を
超
え
れ

ば
黒
帯
に
な
る
の
で
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
適
し
て

お
り
ま
す
。

　

道
場
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
開
始
し
ま
し
た
。
随
時
、

年
齢
性
別
不
問
で
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

山
北
柔
道
ク
ラ
ブ
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は

こ
ち
ら
か
ら
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